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　平成２１年深谷市議会第２回定例会は、
６月２日から２２日までの２１日間の日
程で開かれました。
　深谷市及び群馬県太田市の境界変更に
ついての議案などを含む、条例の一部改
正８件、人事案件１件、そのほか５件の
１４議案が市長から提出され、また、意
見書案などの議員提出議案３件及び市民
などからの請願４件が審議されました。
　これらの議案についての審査結果は、
１３ページの表のとおりです。

ど１７議案及び請願４件を審議いたしました。

議案質疑議案質疑

ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
（
第
15
号　

平
成
21
年
８
月
１
日
発
行
）

市
議
会
で
は
議
案
の
提
案
者
か
ら
説
明
を
聞
い
た
後
、
疑
問
点
な
ど
を
問
い
た
だ
す
議
案
質
疑
を
行
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
議
案
の
主
な
質
疑
な
ど
の
要
点
を
報
告
し
ま
す
。　

　
　
　

個
人
の
市
民
税
に
つ
い
て
、
寄
附
金
税
額
控
除
対
象
寄
附
金
の
追
加
及
び
新
た
な
住
宅
借
入　

金
等
特
別
税
額
控
除
の
創
設
等
を
行
う
も
の
で
す
。

深
谷
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

優
良
住
宅
を
減
額
措
置
で
促
進

　
　

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
の

対
象
と
な
る
認
定
長
期
優
良
住
宅

と
は
ど
の
よ
う
な
住
宅
か
。

　
　

認
定
優
良
住
宅
と
は
、
劣
化

対
策
や
耐
震
性
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

性
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
の
性
能
を

備
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

長
期
の
定
義
と
し
て
は
、
数
世
代

に
わ
た
り
住
宅
の
構
造
躯
体
が
使

用
で
き
る
劣
化
対
策
が
さ
れ
て
い

る
住
宅
を
市
町
村
ま
た
は
県
が
認

定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　６月定例会の概要

６月の定例会では、こんな質疑がありました
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所
得
税
と
住
民
税
の
軽
減
措
置
を

継
続

　
　

上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
へ

の
課
税
の
概
要
は
。

　
　

上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所

得
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
原
則
20

％
の
源
泉
徴
収
課
税
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
平
成
16
年
度
以
降
10

％
の
軽
減
税
率
が
適
用
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　

今
回
の
改
正
に
伴
う
、
課
税

の
特
例
と
は
、
ど
う
い
う
も
の
な

の
か
。

　
　

今
回
の
改
正
に
よ
り
ま
し
て
、

課
税
の
特
例
と
し
て
新
た
に
申
告

分
離
課
税
を
選
択
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
申
告
分
離
課
税
と

は
、
確
定
申
告
の
段
階
で
、
他
の

所
得
と
合
算
せ
ず
分
離
し
て
課
税

す
る
制
度
で
、
上
場
株
式
の
譲
渡

損
失
と
の
間
で
損
益
通
算
を
可
能

と
す
る
も
の
で
す
。

深
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
の
特
例
に
、
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
を
加
え
る
た
め
の

条
例
改
正
で
す
。

深
谷
市
及
び
群
馬
県
太
田
市
の
境
界
変
更
に
つ
い
て　

　
　
　

深
谷
市
と
群
馬
県
太
田
市
の
境
界
を
変
更
す
る
こ
と
を
総
務
大
臣
に
申
請
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

南
前
小
屋
地
区
の
概
要
は

　
　

深
谷
市
に
編
入
す
る
面
積
及

び
群
馬
県
太
田
市
に
編
入
さ
れ
る

面
積
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　

深
谷
市
に
編
入
す
る
の
は
、

太
田
市
南
前
小
屋
町
及
び
二
ツ
小

内
容

内
容

内
容



深谷市及び群馬県太田市の
境界変更議案を可決
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６月定例会では太田市南前小屋地区の編入な

深谷市及び群馬県太田市の
境界変更議案を可決

～平成２２年３月１日に太田市の一部を深谷市へ、

深谷市の一部を太田市へ編入予定～

〈
議
会
あ
れ
こ
れ
「
議
場
っ
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
」
…
議
場
は
、
議
会
活
動
の
中
心
と
な
る
会
議
の
場
所
で
あ
り
、
議
席
（
議
員
席
）
、
議
長
席
、
議
会
事
務
局
長
席
、
演
壇
、
市
長
席
、

教
育
長
席
、
説
明
者
席
、
速
記
者
席
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
〉

　６月定例会の概要

問

問

答

答
　

市
民
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
、

市
政
の
推
進
に
特
段
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
21
年
深
谷

市
議
会
第
２
回
定
例
会
に
お
き
ま

し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ

り
、
議
長
・
副
議
長
の
要
職
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　

誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、

そ
の
重
責
を
痛
感
し
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
円
滑
な
議
会
運
営

の
た
め
に
、
中
立
公
正
を
旨
と
し

て
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
努

力
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
地
方
分
権
社
会
の
進
展

や
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
中
に

あ
っ
て
、
地
方
自
治
体
は
、
自
ら

政
策
を
決
定
し
、
自
ら
の
責
任
の

も
と
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
市

議
会
の
果
た
す
べ
き
責
任
と
役

割
は
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

議
会
と
執
行
部
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
分
担
の
下
、
市
民
の
ご
意

見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
、

調
査
・
監
視
機
能
と
政
策
立
案

機
能
を
発
揮
し
、
本
市
の
さ
ら

な
る
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

の
た
め
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

副議長
三田部　恒明

議　長
高田　博之

正
副
議
長

　

就
任
あ
い
さ
つ

正
副
議
長

　

就
任
あ
い
さ
つ

屋
町
の
一
部
で
、
面
積
に
し
て
約

１
２
０
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

ま
た
、
群
馬
県
太
田
市
に
編
入
さ

れ
る
の
は
、
深
谷
市
高
島
の
一
部

で
、
面
積
に
し
て
約
40
・
７
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
す
。

　
　

現
在
の
南
前
小
屋
地
区
の
世

帯
数
と
人
口
は
。

　
　

平
成
21
年
３
月
末
現
在
で
、

世
帯
数
が
38
世
帯
、
人
口
が
１

４
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

　
　

今
後
、
事
務
手
続
き
を
進
め

て
い
く
上
で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

今
回
の
境
界
変
更
に
つ
い
て

は
、
市
の
境
界
が
県
の
境
界
と
も

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
深
谷
市

及
び
太
田
市
の
両
市
議
会
の
議
決

に
加
え
、
埼
玉
県
及
び
群
馬
県
の

両
県
議
会
の
議
決
も
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

群
馬
県
太
田
市
に
つ
き
ま
し
て

は
、
６
月
議
会
に
同
様
な
議
案
を

上
程
し
ま
す
。
ま
た
、
埼
玉
県
へ

９
月
議
会
に
議
案
を
上
程
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
依
頼
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


